
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

3,276 3,276

令和3年度目標
利用登録者90人
実利用者50人

利用登録者96人
実利用者数47人

利用登録者96人
実利用者数47人

担
当
課

施策 1-3-1 地域生活支援の充実

財源内訳（単位：千円）

　一般交通機関の利用が困難な在宅の高齢
者（要介護4,5）及び障がい者（重度の下
肢又は体幹障がい）に対し、医療機関・判
定機関への移動手段を確保することで、身
体・精神的負担を軽減する。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

一般交通機関の利用が困難な在宅の高齢者（要介護4,5）及び障がい者（重度の下肢又は体幹障がい）に対し、医療機関・判定機関への移動手段を確保す
ることは、恒常的にニーズがあることが見込まれることから現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

移送サービス事業

事業名 事業内容 事業費

現状継続 現状継続



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

52,477 14,079 8,870 29,528

障がい児・者の
地域生活及び社
会参加を促進す
るため、各種事
業について給付
を行う。

障害者自立支
援事業補助金

障害者自立支
援事業補助金

実利用者数
移動支援　83人
日中一時支援
70人
福祉ホーム　0
人
訪問入浴サービ
ス　4人

実利用者数
移動支援　83人(3月末現在)
日中一時支援　70人(3月末現在)
福祉ホーム　0人(3月末現在)
訪問入浴サービス　4人(3月末現
在)

担
当
課

施策 1-3-1 地域生活支援の充実

財源内訳（単位：千円）

障がい児・者の地域生活及び社会参加を
促進するため、ヘルパーが付き添い外出
を支援する移動支援事業、施設において
一時預かりや入浴を行う日中一時支援事
業、低額な料金で居住の場を提供する福
祉ホーム事業、移動入浴車で居宅を訪問
し入浴サービスを提供する訪問入浴サー
ビス事業について給付を行う。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性

（評価の視点）
障がい児・者の地域生活及び社会参加に必要不可欠な事業であること及び市町村の必須事業が含まれていることから現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

障がい者地域生活支
援給付事業

事業名 事業内容 事業費

現状継続 現状継続



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

40,049 3,964 2,651 33,434

・相談支援事業
所による相談業
務
・成年後見制度
の利用促進
・自立支援協議
会の開催

障害者自立支
援（地域生活
支援）事業補
助金

障害者自立支
援（地域生活
支援）事業補
助金

・相談支援事業
所による相談件
数
　⇒17,113件
・成年後見制度
の利用促進
⇒成年後見制度
利用支援事業
報酬助成2件
・自立支援協議
会の開催
　⇒計17回開催

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

相談内容の多様化及び相談件数の増加により、当該事業は非常に重要な役割を担っている。障がいの種別、年齢、状況など個人の障がい特性に合わせた、
柔軟で適切な対応を実施していく必要があることから、現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

担
当
課

事業名 事業内容 事業費

障がい者相談支援事
業

障がい児・者が自立した生活を営むこと
ができるよう、障がい児・者、保護者又
は介護者の相談支援を行う。生活支援、
就労支援、権利擁護（成年後見制度利用
等）に関する相談業務等を行う。
　また、北広島市障がい者自立支援協議
会において、相談支援事業の運営に関す
る協議や関係機関によるネットワークの
構築等に関する協議を行う。

障がい者生活支援センター「み
らい」
相談件数　13,061件
障がい者就労支援センター
「めーでる」
相談件数　4,052件
成年後見制度市長申立0件
成年後見制度利用支援事業　報
酬助成2件
障がい者自立支援協議会　全体
会　3回、
生活支援部会　3回、
就労支援部会　3回、
こども支援部会　2回開催
精神障がいにも対応した地域包
括ケアシステム構築プロジェク
トチーム　5回
医療的ケア児支援のための協議
の場　1回

現状継続 現状継続

施策 1-3-1 地域生活支援の充実
事業を休止や終了とするもの

財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

40 40

・市内5か所で
配布のほか、こ
ども支援部会に
おいて、更なる
活用方法につい
て協議し、サ
ポートファイル
の周知、啓発を
図る。

年間配布実績26
件

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

サポートファイル推
進事業

担
当
課

一次評価を踏まえた
今後の方向性

（評価の視点）
サポートファイルの普及は、支援が必要な幼児・児童を持つ保護者及び事業所等の負担軽減等に繋がることから、現状維持とする。

主に支援が必要なこどもについて、ライ
フステージに応じた継続した支援や保護
者の負担軽減のため、保護者等が成長の
記録や支援内容を記載するサポートファ
イルを配布し、関係者がそのファイルを
活用する。

26人に配布 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

施策 1-3-1 地域生活支援の充実



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

821 413 206 202

吸引、水分補
給、胃ろう管
理、気管カ
ニューレ管理、
てんかん発作の
対応等の医療的
ケアの実施

障害者自立支
援（地域生活
支援）事業補
助金

障害者自立支
援（地域生活
支援）事業補
助金

年間利用者数
1人

実利用者数　1人

担
当
課

施策 1-3-1 地域生活支援の充実

財源内訳（単位：千円）

　日常的にたん吸引や胃ろう管理などの
医療的ケアを必要とする在宅の重症心身
障がい児・者について、地域活動支援セ
ンターや日中活動を行う場所へ看護師を
派遣し、医療的ケアを行い、重症心身障
がい児・者の社会参加を保障するととも
に、保護者の負担軽減を図る。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

当該事業は医療的ケアを必要とする重症心身障がい児・者の社会参加を促進するとともに、保護者の大幅な負担軽減にも繋がり、その効果は大きいと考
えることから、現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

障がい者医療的ケア
支援事業

事業名 事業内容 事業費

現状継続 現状継続



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

100 100

令和3年度目標
値
実人数：1件

年間助成件数1
件

自動車運転免許費助成　1件

担
当
課

施策 1-3-2 社会参加の促進

財源内訳（単位：千円）

障がい者の社会参加の促進、就労支援を
図るため、自動車運転免許取得や自動車
の改造に要する経費への助成を行う。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

当該事業は、障がい者の社会参加の促進及び就労支援に有効である考えることから、現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

障がい者自動車運転
免許取得・改造事業

事業名 事業内容 事業費

現状継続 現状継続



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

21,895 844 565 20,486

障がい者地域活
動支援センター
を運営する市内
の法人に補助に
よる支援

障害者自立支
援（地域生活
支援）事業補
助金

障害者自立支
援（地域生活
支援）事業補
助金

各団体に補助金
を交付
・手仕事屋：
6,300千円
・MHC北ひろし
ま：8,995千円
・クレイン：
6,600千円

延べ利用者数
手仕事屋　797人
MHC北ひろしま　1,808人
クレイン　1,592人

担
当
課

施策 1-3-2 社会参加の促進

財源内訳（単位：千円）

障がい者の社会参加や自立の促進を図る
ため、障がい者地域活動支援センターと
して創作活動、生産活動及び日中活動を
行う法人に対し、運営にかかる経費を支
援する。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

近年は新型コロナウイルスの影響により十分な活動ができていない状況もあるが、当該事業は障害者総合支援法「市町村地域生活支援事業」において、
実施必須事業とされており、かつ、当該事業は、一般就労や福祉的就労に至らない障がい者の日中活動等に必要な事業であることから、現状維持とす
る。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

障がい者地域活動支
援センター事業

事業名 事業内容 事業費

現状継続 現状継続



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

12,130 12,130

重度障がい児・
者の外出支援と
負担軽減を図る
ため、タクシー
利用料又は自動
車燃料費の一部
を助成する。

交付者数
タクシーチケッ
ト　899人
ガソリンチケッ
ト　704人

交付者数
タクシーチケット　899人
ガソリンチケット　704人

担
当
課

施策 1-3-2 社会参加の促進

財源内訳（単位：千円）

重度障がい児・者の外出支援と負担軽減
を図るため、タクシー利用料又は自動車
燃料費の一部を助成する。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

重度障がい児・者の外出支援と負担軽減を図るために必要な事業であることから現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

障がい者等交通費助
成事業

事業名 事業内容 事業費

現状継続 現状継続



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,435 500 1,935

　精神障害者等
に対し、社会復
帰訓練施設等に
通所する際の公
共交通機関の交
通費の１/２を
助成。

地域づくり総
合交付金

年間助成実績61
人

一次評価を踏まえた
今後の方向性

（評価の視点）

当該助成事業は、他の障がい種別（身体・知的）との公平性を図っているものであり、公平性も面からも必要不可欠な事業であると考えることから、
現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

担
当
課

事業名 事業内容 事業費

精神障がい者社会復
帰訓練通所交通費助
成事業

精神障がい者及び難病患者の日中活動を
支援し、社会復帰及び社会参加を促進す
るため、社会復帰訓練施設等に通所する
際の公共交通機関の交通費の一部を助成
する。

実助成人数　61人(3月末現在) 現状継続 現状継続

施策 1-3-2 社会参加の促進
事業を休止や終了とするもの

財源内訳（単位：千円）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0 0

参加者数　100
名

新型コロナウイ
ルス感染症対策
のため活動が実
施できなかっ
た。

新型コロナウイルス感染症対策
のため夏季・冬季ともに中止

担
当
課

施策 1-3-2 社会参加の促進

財源内訳（単位：千円）

障がい児・者のひきこもり予防と家族の
負担軽減を図るため、夏休み、冬休みの
長期休暇時に障がい児・者の活動の場を
確保する費用の一部を助成する。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

令和3年度については、新型コロナウイルス感染症対策のため活動ができなかったが、当該事業は、例年利用者から好評であることから、状況を注視し
つつ、現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

障がい者施設開放等
支援事業

事業名 事業内容 事業費

現状継続 現状継続



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

304 89 59 156

各団体の活動に
対する助成

障害者自立支
援（地域生活
支援）事業補
助金

障害者自立支
援（地域生活
支援）事業補
助金

各団体に補助金
を交付
・身体障害者福
祉協会：　56千
円
・聴力障害者協
会：68千円
・しょうがい
児・者を持つ親
の会：180千円

北広島市身体障害者福祉協会
会員29人
北広島聴力障害者協会　会員12
人
北広島市しょうがい児・者を持
つ親の会　会員27世帯

担
当
課

施策 1-3-2 社会参加の促進

財源内訳（単位：千円）

障がい児・者の団体活動を活性化し社会
参加と自立の促進を図るため、障がい者
団体の活動を支援する。

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-3 障がい福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

近年は新型コロナウイルスの影響により十分な活動ができていない状況もあるが、障害者総合支援法「市町村地域生活支援事業」において、実施必須事
業とされており、かつ、各団体の活動は、障がい児・者が地域生活のために必要であることから、現状維持とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

障がい者団体活動支
援事業

事業名 事業内容 事業費

現状継続 現状継続



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

70,530 8,275 62,255

令和3年度目標
社会福祉協議会
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数1,400人
民生委員児童委員
相談件数　2400件
保護司人数　12人
遺族会
慰霊祭の実施

民生委員活動
費負担金

令和3年度実績
社会福祉協議会
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数1,532人
民生委員児童委員
相談件数　2548件
保護司人数　10人
遺族会
霊祭を中止（新型ｺﾛ
ﾅｳｲﾙｽ感染症拡大防
止のため）

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-4 地域福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-4-1 地域福祉推進体制の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

社会福祉等団体活動
支援事業

地域福祉の増進を図るため民生委員児童
委員の資質向上や活動強化、保護司の資
質の向上や犯罪予防のための啓発活動、
戦没者追悼慰霊祭の開催、遺族会等の各
種団体の活動を支援するため、補助金交
付金を交付する。

人件費等の運営費及び事業費に対す
る補助
社会福祉協議会交付金　60,250千円
研修費、活動費及び負担金の補助
民生委員児童委員連絡協議会交付金
9,551千円
恵庭地区保護司会北広島分区交付金
729千円

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

社会福祉の推進、犯罪防止の普及啓発活動は重要であり、各団体の活動を支援するため継続する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

6,696 190 6,506

令和3年度の目
標運行台数及び
利用人数
運行台数70台
利用者数1,200
名

福祉バス利用
料

令和3年度の運
行台数及び利用
人数
（実績）
運行台数112台
利用者数1,268
名

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-4 地域福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-4-1 地域福祉推進体制の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

福祉バス運行事業

高齢者、障がい者及び福祉関係者等の団
体に対し、高齢者の生きがいづくり、障
がい者の社会参加及び福祉団体の育成を
促進することを目的として、福祉バスの
運行を行う。

延べ運行台数　112台
延べ利用者数　1,268人
(うちふれあい温泉施設行き臨時
運行分499人)

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

　高齢者団体等のニーズが高く、高齢者の生きがいづくり、障がい者の社会参加や福祉団体の育成の促進、福祉の向上を図るため継続していく。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

32,604 21,659 10,945

自立プラン作成
件数　50件
学習支援登録生
徒数　20人

生活困窮者自
立相談支援事
業費等負担金
他

自立プラン作成
件数　52件
学習支援登録生
徒数27人

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-4 地域福祉の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

事業を休止や終了とするもの

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

福
祉
課

生活困窮者自立支援
事業

担
当
課

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

生活困窮世帯に対する多様な支援（家計管理や就労支援等）の必要性と、経済的に塾等の利用が困難な中学生に対する学習支援のニーズが高いことから
継続する。

生活困窮者自立支援法に基づき、現行の
必須2事業（自立相談支援事業、住居確保
給付金）と任意4事業（学習支援事業、一
時生活支援事業、就労準備支援事業、家
計改善支援事業）を実施する。

新規相談件数　229件
学習支援登録生徒数　27人
一時生活支援事業利用者数　5人
家計改善支援事業利用者数　30
人
就労準備支援事業利用者数　5人
住居確保給付金新規支給決定世
帯数　30件

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

施策 1-4-2 生活困窮者への支援体制の充実


